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1.	はじめに
　本稿はことわざ表現における接続詞の問題を取り扱ったものである。ことわざとは真理と
考えられる表現であり、英語では現在形を用いる。The golden mean is best.（中庸が最善
である）1 は、現在を中心として、過去においても、未来においても真理と見なされる。真
理と一時性とは相反する位置にあるために、ことわざにおいて進行相は用いられず、言い切
りの形になる。一つのことを言い切ることで比較対象が生ずる。中庸が最善と言い切れば、
中庸以外のものは次点になる。
　Eat to live.（生きるために食え）と言い切ると、当然、not live to eat（食うために生きる
な）の内容が含意される。実際に Eat to live, not live to eat. の形で残っている。二つの意
味内容を結びつけているために、eat と live という 2 つの動詞が用いられているために、文
法的にはコンマの直後に接続詞が置かれるべきであるが、実際には接続詞は置かれない。そ
の理由はコンマが接続詞の代用を果たしているからである。このような例はいくつも見られ
る。コンマの問題と、接続詞の問題は密接に絡み合っていると考えられる。本稿では、この
ようなコンマの背景に存在する接続詞の問題を明らかにする。
　本論考は、また、等位接続詞 and の包括研究の一部としての位置付けを取っている。等
位接続詞 and の上位概念である接続詞を観察し、コンマを観察し、等位接続詞 and 研究に
還元することを目的としている。
2.	研究概要
　本稿におけることわざは、全て、大塚高信、高瀬省三編『英語諺辞典』（1976）からの引
用である。同書は英国国民が使用してきたことわざと、それに類した慣用表現を収録してお
り、ラテン語 2 やフランス語 3、スペイン語、さらには日本語 4 に起源を持つことわざも収
録されている。総収録例文は 12,288 である。16, 17 世紀のことわざが中心となっている。
Shakespeare が多くの諺を生み出した時代として知られている。5
─ 214 ─
　同書の 12,288 例の中から、A の項から順に 10,000 例を抽出し、それぞれの例に対して 4
通りのタグ付けを行った。そのタグの内訳は、（A）従位接続詞、（B）等位接続詞—and 以外、
（C）等位接続詞—and、（D）接続詞なしの 4 通りである。以下の（i-viii）を基準として定め
る。
（i-1）: 該当する語を含む時、1 例と数える。
Forgive and forget. においては and を含むため、（C）等位接続詞—and: 1 例と数え、make 
or mar では or を含むため、（B）等位接続詞—and 以外 : 1 例と数える。
（i-2）: 該当する語を含まない時、0 例と数える。
Forgive and forget. においては、（A）従位接続詞、（B）等位接続詞—and 以外、（D）接続
詞なしが含まれておらず、それぞれ 0 例である。
（ii）: 同一例文中に 2 度以上同じ語が出現した場合、１例として数える。
time and money and rest and friends は、（C）等位接続詞—and: 1 例（*3 例）として数える。
（iii）: 重複を許す。
Do as thy master commands thee and sit down at table.6 においては、as と and があり、（A）
従位接続詞 : 1 例、（C）等位接続詞—and: 1 例として数えられる。重複は（A）～（D）の
最大 4 つまで許される。
（iv）: 接続詞の意味合いを含む punctuation を（D）と見なす。
All may begin a war, few can end it.（戦争を始めるのは誰にでもできるが、終わらせるこ
とのできる人は少ない）においては、コンマの後ろに（等位）接続詞がみられない。この場
合のコンマに対して、（D）接続詞なし : 1 例と数える。
（v）: 接続詞が他の品詞に転用したものは 0 例として数える。
Men are but men.（人間は人間にすぎない）において but は only の代役を果たしており、
接続詞ではなく副詞として機能している。この場合、（D）接続詞なし : 1 例と数え、かつ、（B）
等位接続詞—and 以外 : 0 例と数える。
（vi）: 形式上の S+V を 1 例として数える。
Choose thy company before thy drink.（飲む前に仲間を選べ）において、thy drink（=your 
drink）がいかにネクサスの関係を含んでいようとも、形式の上で S+V を兼ね備えていない。
この場合、（D）接続詞なし : 1 例と数え、かつ、（B）等位接続詞—and 以外 : 0 例と数える。
（vii）: 関係詞は本論考においては考慮の対象外とする。
All fails that fools think.（愚人が考えることはうまくいかない） は（A-D）のどれにも該当
しない。
（viii）: 二つ以上の可能性がある場合、括弧付きの例は数としてカウントしない。
Children are certain cares, but uncertain comforts（are a certain care, and an uncertain 
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comfort）.（子供が苦労の種になるのは確実だが、慰安を与えてくれるかどうかはわからない）
は、（B）等位接続詞—and 以外 : 1 例、（C）等位接続詞—and: 0 例と数える。
　（i-viii）を基準としたタグ付けを行うと、以下のようなデータが得られる。
母数 該当数 母数に対する割合
（A）従位接続詞 10,000 809 8.1%
（B）等位接続詞—and 以外 10,000 492 4.9%
（C）等位接続詞—and 10,000 1,328 13.3%
（D）接続詞なし 10,000 308 3.1%
本論考では、このデータを元に、（A）従位接続詞、（B）等位接続詞—and 以外、（C）等位
接続詞—and、（D）接続詞なしの順に例を示しつつ、ことわざ表現における接続詞の問題に
ついて述べる。
3.（A）従位接続詞
　従位接続詞の事例は 10,000 例中 809 例である。およそ 12 回に 1 度の割合で従位接続詞が
用いられることがわかる。時、理由、条件、譲歩の基本的な 4 種類の従位接続詞が用いられ
る。ことわざ表現においてこの 4 種類の従位接続詞が用いられることは、使用される従位接
続詞に制限が無いことを示している。
　以下の例文における斜字体及び下線は筆者によるものである。また、文中における小文字
（when）表記は文中の従位接続詞を、大文字（When）表記は文頭の従位接続詞を示す。
（1） It is ill catching of fish when the hook is bare. 【時】
  （釣針に餌がついていないときは魚を釣り上げるのは難しい） 
（2） It is certain, because it is impossible. 【理由】
  （それは不可能なるがゆえに確実である）
（3） All is good if God say amen. 【条件】
  （神様がアーメンと言うならばすべての物事はよい）
（4） I know him not though I should meet him in my porridge.7【譲歩】
  （たとえ私の食べるポリッジの中に入っている彼をみても彼の見覚えは無い）
（1-4）で示した従位接続詞は全て文と文の間における従位接続詞である。従位接続詞はその
支配する要素を伴い前方に移動することが可能と考えられており、When, If, Though, 
Because の例も見られる。この 4 語において When の例が最も多く、Because の例が最も少
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ない。
　次に as, before, after の例を示す。（1-4）と同様に文と文の間に位置する。As, Before, 
After が文頭に来る例は When, If, Though に比べてそれほど多くない。
（5） Dogs bark as they are bred. 
  （犬は育てられた通りに吠える）
（6） Children learn to creep before they go.
  （子供は歩行する前に這うことを習う）
（7） Everything is easy after it has been done.
  （一度なされた後ではすべてのことが容易である）
　次に、till, until, unless, while, lest について示す。Till, Until, Unless, While, Lest の例はほ
とんどみられない。
（8） Acorns were good till bread was found.
  （パンが発明されるまではどんぐりは結構な食物だった）
（9） A covetous man does nothing good until he dies.
  （強欲者は死ぬまで良いことをしない）
（10） The little cannot be great unless he devours many.
  （小物は多くの物を食べなければ大物になれぬ）
（11） The cat shuts its eyes while it steals cream.8
  （猫はクリームを盗むとき目を閉じる）
（12） Bourd not with bowty lest he bite you.9
  （かみつかれないように番犬とふざけるな）
　最後に従位接続詞 that の例を示す。so...that 構文を含めても数例である。ことわざ表現の
接続詞に関する特徴の一つとして、接続詞の that の頻度が低いことが挙げられる。あまり
に長い表現はことわざとして残りにくいことが想像できる。
（13） The mother-in-law does not remember that she has been a daughter-in-law.
  （姑は自分が嫁であったことを覚えていない）
（14） His horse’s head is swollen so big that he cannot come out of the stable.
  （彼の馬の頭があまり大きくふくれたので彼は馬小屋から出られない 10）
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　従位接続詞が用いられている例について述べた。時、理由、条件、譲歩のそれぞれの用法
が認められる。一方で、その頻度について考えてみると、800 例である。これは、後述する
等位接続詞 and が一語で 1,300 例であることと比べると、従位接続詞がことわざ表現の中で
それほど高い頻度ではないことを示す。従位接続詞を用いると文が長くなることが予想され
るために用いられないのであろうが、その顕著な例として、接続詞の that11 の頻度は高くな
いということを述べた。
4.（B）等位接続詞—and 以外
　and を除く等位接続詞の事例は 10,000 例中 492 例である。およそ 20 回に一度の割合で
but, or, nor, for が用いられる。
（15） I see the best but follow the worst.
  （最善のものを目で見はするが最悪のものについていく）
（16） A man’s best fortune or his worst is a wife.
  （男の最大の幸運または不運は妻である）
（17） Discreet women have neither eyes nor ears.12
  （思慮ある女性は目も耳も無い）
（18） Do not make a present of a knife, for it will cut love.
  （ナイフの贈物はせぬがよい、愛の絆を切断するから）
ここでは例文のみを示すが、（B）もまた、（C）等位接続詞— and に比べて頻度は低い。
and は一語にもかかわらず、最もよく用いられていることがわかる。
5.（C）等位接続詞—	and
5.1 等位接続詞 and の用法
　等位接続詞 and の事例は 10,000 例中 1,328 例である。およそ 7 回に一度の割合で等位接続
詞の and が用いられることがわかる。and は語・句・節・文を接続する。まずは語・句を
接続する以下の例から。
（19） Early to bed and early to rise makes a man healthy, wealthy, and wise.13
  （早寝早起きは人を健康、富裕、利口にする） 
 
　二つの and のうち、一つ目を、and、二つ目を and とする。
　まず、and が接続しているものは、Early to bed と early to rise である。and が二つの要
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素を連結する際には、両者に対比概念が来ることがある（岡部 , 2012）。makes と単数呼応
のため、early to bed と early to rise を合わせて一つの概念と考える。
　次に、and が接続しているものは、healthy, wealthy, wise の三つである。and が三つ（以
上）の要素を連結する際には、対比概念が来ることはほとんどなく、もっぱら並置の役割を
担う（岡部 , 2011）。
　このように and の接続は 2 要素の接続と 3 要素以上の接続に分かれる。対比概念は 2 要
素に固有に見られるものである。以下、5.2 で 2 要素接続の例を、5.3 で 3 要素接続の例を、5.4
ではその他の例について述べる。
5.2 等位接続詞 and—2要素の接続
　2 要素の接続がすべて対比概念を持つわけではない。（20-23）は、対比を持たない通常の
接続である。
（20） Children and fools have merry lives.14
  （子供と馬鹿は後生楽） 
（21） He is amated and amazed.15
  （彼はびっくり仰天した）
（22） Grey and green make the worst medley.
  （灰色と緑は取り合わせとして最も悪い）
（23） A cask and an ill custom must be broken. 
  （樽と悪習は破らなくてはならない）
　（22）において、「雑多」の意味を含む medley の前後にその根拠となる語が必要となる。
ここでは Grey と green の組み合わせがあることにより、medley が生きてくる。別の言い
方をすれば、*Grey makes the worst medley. という英語がまずあり、そこに and green が
加わることで、（22）のような英語が成立する。and なしでは medley が生きてこない。
medley を活かすためには and が必要になる。
 （23）において、A cask に等位接続詞の and を用いて an ill custom を接続すると、A cask 
and an ill custom must be broken. となり、「（樽と同様に）悪習も破らなくてはならない」
となる。「悪習は打破しなくてはならない」ということを言わんがために樽を引き合いに出
していることがわかる。引き合いに出すためには等位接続詞 and の存在が必要となる。and
があることにより、新しい意味内容が加わる。
　次に、対比を成す例について述べる。（24）は few と many, words と deeds、（25）は
goes と comes、（26） は makes と breaks が 対 比 を 示 す。（26） に お け る 共 通 部 分 は
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Condition と law であり、対比を考える際には共通部分も同時に考えられる。
（24） Few words and many deeds.
  （口数を少なく実行を多くせよ）
（25） He that goes and comes makes a good voyage.
  （行って帰ってくる人は良い航海をした人である）
（26） Condition makes and condition breaks law.
  （条件が法律を成立させたり破ったりする）
（27） Beauty and folly are often matched together.
  （美貌と愚行はしばし好一対を成す）
　（27）X（=Beauty）と Y（=folly）という二つの要素が認められる時に、両者が対比を成
す（matched together）ことがある。対比を成す例の全てに matched together が付くわけ
ではないが、このように対比を助長するような語が見られる時がある。対比を導く語として
は between, meet, both などがある。（30）では both が接続されている語句（get and 
shave）の直前に、（31）では語句（laugh and cry）の直後に位置している。
（28） between the cradle and the grave
  （ゆりかごと墓の間） 
（29） ‘Oh, East is East, and West is West, and never the twain shall meet.’16
  （「ああ、東は東、西は西、両者は決して出会うことはない」）
（30） If youth knew what age would crave it would both get and save.
  （もし青年が老人は何を渇望するかを知るなら、金儲けと溜めることに精を出すだろう）
（31） He can laugh and cry both with a breath.17
  （彼は同じ一つの息で笑ったり泣いたりすることができる）
5.3 等位接続詞 and—3要素以上の接続
　ここでは 3 要素以上の接続について述べる。基本的な形式は【X, Y（,） and Z】である。
and の前のコンマは誤解がない限りにおいて省略される。
（32） hatch, match and despatch18
  （出産、結婚、死亡）
（33） A horse, a wife, and a sword may be shewed, but not lent.19
  （見せてもよいが貸してはならない—馬に妻に刀）
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（34） Butter is gold in the morning, silver at noon, and lead at night.
  （朝のバターは金、昼は銀、夜は鉛）
（32）は典型的な 3 要素の接続である。（33）は（23）の「樽と悪習」のところで述べたよう
に、「刀」を貸してはならぬということを自明の「妻」を引き合いに出して述べており、こ
こに and の持つ等位性の効果が見られる。（34）も 3 要素接続であり、句の接続である。「朝」
と「夜」で対比を成していて、その間に「昼」が入り込んだ珍しい形式である。
　それぞれの and がそのまま残る例も見られる。【X and Y and Z】
（35） Lawsuits consume time and money and rest and friends.
  （訴訟は時間と金と休息と友人を失わせる）
（36） Bachelors’ fare: bread and butter, and kisses.
  （独身男の食事は簡単な食事とキス）
（36）は 3 要素接続【X and Y, and Z】ではなく、2 要素接続【X（α + β）+Y】と解する
方が良い。
bread and butter は「パンとバター」（二詞二意）ではなく、「バター付きのパン、簡単な食
事」（二詞一意（hendiadys））と考える。
　3 要素の接続には反意語が認められないため、全て順接となる。順接において、自明のこ
とから新たなものを引き合いに出すというような用法がいくつも見られる。「樽と悪習」、「馬
と妻と刀」は同じことである。引き合いに出すには and を通じて行われることを述べた。
5.4 等位接続詞 and—その他
　最後に、文を接続する and について述べる。文を接続する and であり、and の前後で対
立する意味関係を含む。ことわざ表現は現在形で言い切りの形を取るため、その性質上、比
較表現、対比表現が多くなる。
 
（37） The day is short and the work is much.
  （日は短く仕事は多い）
（38） Cross I win, and pile you lose.
  （表なら俺の勝ち、裏ならおぬしの負け）
（37）において、The day is short. と読むと、「日は短い」となり、The day is short and と
等位接続詞まで読むと、その後続する事柄に long, much など、short と対比する語句が予想
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できる。これは The day is short. の is が現在形で書かれていることに起因する。現在形で
表すことで真理であるという気持ちが強くなり、「それでは長いのはどういう状況において
か」ということが考えられる。and の右側を読むと the work is much. があり、やはり対比
であるという事が読み取れる。
　and ではなく SVC の構文で対比を表現することもある。
（39） The corruption of one is the generation of another.
  （甲の腐敗は乙の生成）
  （40）命令文、（41）疑似命令文、（42）and が if の代用を果たす例である。
（40） First think and then speak.
  （考えてから物を言え）
（41） Give a slave a rod and he’ll beat his master.
  （奴隷に鞭を与えれば主人を打つ）
（42） An excellent tale and it were told in Greek.20
  （ギリシャ語で話せば素晴らしい話）
and が用いられる 1,300 例の中には、2 要素接続、3 要素接続、二詞一意、疑似命令文、if の
代用など、様々な用法において and が用いられることがわかる。and の用法が多岐に渡り、
ことわざ表現を理解する上で and が大きな役目を担っていることを示した。
6.（D）接続詞なし
　接続詞なしの定義を再度引用する。
（iv）: 接続詞が本来あるべき箇所における punctuation を（D）と見なす。
All may begin a war, few can end it.（戦争を始めるのはだれにでもできるが、終わらせる
ことのできる人は少ない） においては、コンマの後ろに（等位）接続詞がみられない。この
場合のコンマに対して、（D）接続詞なし : 1 例と数える。コンマ以外にもコロン、セミコロ
ンを含む。即ち（D）とは条件付きの punctuation を指す。21
　学校文法では非文とみなされるが、実際には接続詞なしの例が存在するが、特にことわざ
表現においてはそれが顕著であり、10,000 例のうち、約 300 例が接続詞なしの構造を持つ。
これは非常に高い頻度であるように思われる。
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6.1	対比構造を持つもの	
　対比構造を持つ事例を 6.1 で述べ、対比構造を持たない事例を 6.2 で述べる。
（43） Deeds are fruit, words are leaves.
  （行為は果実、言葉は葉）
本来であれば、接続詞の and もしくは but がコンマの後ろに置かれたり、コンマの代わり
に用いられたりするのが文法的であるが、ここでは接続詞が置かれていない。接続詞がなく
とも Deeds are fruit. と Words are leaves. の両者が対比概念を持つことは読めば分かるの
であり、そのために接続詞が省略されている。また、and を入れるとその段階で but の読み
ができなくなり（44）、反対に but を入れると and の読みができなくなる（45）。接続詞を
入れないことにより、その解釈は読む側に委ねられる。より広い意味での解釈の可能性を残
している。
（44） Deeds are fruit, and words are leaves.（but の意味内容が介入しない）
（45） Deeds are fruit, but words are leaves.（and の意味内容が介入しない）
（46） The more danger, the more honour.22
  （危険が大きければ大きいほど名誉も大きくなる）
【the+ 比較級 , the+ 比較級】の場合は非文と見なされない。二つ目の the+ 比較級が指示性
を持ち、前文との関係において密に働くために、「…するところの程度に応じて、その程度に」
の意味関係が明確になる。【the+ 比較級 , the+ 比較級】のように接続詞の省略がみられる際
には比較関係、対立関係が見られる。つまり、（43）と（46）にはどちらも比較という共通
点があるということである。
　次の（47, 48）も文の前半と文の後半が対比（比較）関係にあるのがわかる。
（47） A cherry year a merry year, a plum year a dumb year.23
  （桜ん坊の当たり年は陽気な年、プラムの当たり年は物も言えないような年）
（48） Keep thy feet dry, thy mouth moist.24
  （足は乾かしておき、口は濡らしておけ）
（49, 50）のようにコンマが入らない例もある。
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（49） Many chimneys little smoke.25
  （多くの煙突に少しの煙）
（50） as cows come to town, some good some bad
  （町へ来た牛のように、よいのもあれば悪いのもある）
Many chimneys, little smoke. や some good, some bad のように書いてあるとよりわかりや
すくなるのだが、many と little, good と bad の類似関係、some と some の合同関係がみら
れることから、コンマが無くても対比関係を持つと読めるのである。
6.2	対比構造を持たないもの
  次に、対比構造を持たない事例として、（51）をみてみよう。
（51） The choleric drinks, the melancholic eats, the phlegmatic sleeps.26 【and なし】
  （胆汁質の者はよく飲み、黒胆質の者はよく食べ、粘液質の者はよく眠る）
（52） The choleric drinks, the melancholic eats, and the phlegmatic sleeps. 【and あり】
3 要素以上の要素が and なしで並置されている。and なしの場合は choleric, melancholic, 
phlegmatic 以外にも候補があることを示す。一方、（52）のように and を用いて表現すると、
choleric, melancholic, phlegmatic 以外の候補は無いことを示す。
（53） Give, take, seek all things, few things, nothing.
  （すべての物を与え、少しのものしか受けず、何ものも求めるな）
Give all things, take few things, and seek nothing. と書くべきところを、動詞部分を先に 3
つ並列し、それぞれの目的語を 3 つ並列した、特殊な例である。
（54） Corn him well, he’ll work the better.
  （あいつに十分食べさせてやれ、それだけよく働くだろうから）
　通常はコンマの後ろに and が置かれる疑似命令文の形である。and があると、「そうすれば」
の意味が付与され、条件に対しての帰結に間が置かれるが、and がないことで条件と帰結の
間がなく、条件から導かれる当然の帰結であると解釈できる。
　このように、接続詞なしの場合において、誤読の可能性が無い場合には接続詞なしでもよ
い。接続詞を置かないことで、and か、but かを考えさせるということもあるのだが、より
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大きな視点から考えてみると、誤読の可能性が無いというのが最も大きい。ことわざ表現は
真理について述べるため、二つの事柄を並べて書くと、必然的に対比であることが読み取れ
る。一般的なことを述べる際には対比になりやすく、その結果、接続詞を書かずに済ませる
ということがある。接続詞を用いずに書く形式はことわざ表現に固有にみられる現象である
と考えられる。
7.	おわりに
  A learned man carries treasure about with him.（学識ある者の財宝は肌身から離れるこ
とがない）にみられるように、ことわざ表現は長く生き続いており、時代を超えてまた我々
を引きつける。本論考にて主張したことを箇条書きで示し、結びとする。
・ことわざ表現には現在形が用いられる。
・現在形は普遍性、真理を表すため、ことわざとの相性が良い。
・普遍性、真理と相反する一時性を述べる進行相は用いられない。
・普遍性を表現する際には対比概念が来ることがある。
・対比概念を表現する際には主に接続詞を用いて表現する。
・ことわざ表現において等位接続詞の占める割合は比較的高い。
・ことわざ表現において従位接続詞の占める割合は比較的低い。
・従位接続詞の中でも that が占める割合は低い。
・ 一文が長くなると、ことわざとして定着しないため、一文を短くする。よって、従位接続
詞を用いる例は少ないと考えられる。
・and が 2 要素接続の場合において対比が認められる。
・and が 3 要素接続の場合においては対比が認められない。
・ and が 2 要素接続、3 要素接続のどちらの場合においても、ある項に対して、もう一つの
項が働きかけをすることがある。ここに等位性の効果が見られる。
・学校文法においては非文と見なされる接続詞なしの例がことわざ表現には顕著である。
・現在形、真理、普遍性、対比がことわざ表現のキーワードである。
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────────────────
1 ローマの詩人 Horace（65-8 B.C.）の‘aurea mediocritas’の訳。以下、ことわざ表現で解説
が必要なものは endnote に示す。
2 ラテン語の例として、Malo solari quam perverso sociari.（悪人と交わるよりは一人でいるこ
とを私は願う）があり、英語では It is better to be alone than in bad company. と表記する。
3 フランス語の例として、Qui bien est ne se bouge.（安楽の境地にいる者は移動せぬが良い）
があり、それを起源として英語の He that would be well needs not go from his own house. 
がみられる。
4 日本語の例として、The flog in the well knows nothing of the great ocean.（井の中の蛙大海
を知らず） がある。20 世紀初期のことわざである。
5 「Tilley その他の人たちの調査によれば、全作品中 3,000 カ所で諺を使用している」（大塚 , 
1976）とあるが、どの言葉をことわざとして認識するのかという問題が常に残る。
6 （君の主人が君に命ずる通りにして食卓に着席しなさい）召し使われる身は主人の命令通りに
行動せよとの意。
7 全然知らないということ。porridge=soft food made by stirring oatmeal or other meal or 
cereal in boiling water or milk.
8 欲にかられて罪を犯すとき、その意識に対しては目をつむるとの意。
9 bourd=jest. bowty=a watchdog. 目上の人とあまり馴れ馴れしくしないようにの意。
10 彼は金が払えないの意。
11 He that flatters thrives.（へつらう者は栄える）のように that が関係代名詞として用いられる
例は数多く見られる。He thatの並びは600例以上にのぼり、ことわざ表現に特有のものである。
12 思慮ある女性は甘言に耳を傾けず、男からの美しいプレゼントなどには目もくれないの意。
13 Early to bed and early to rise 
 Makes a man healthy, wealthy, and wise.
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 のように rise と wise で脚韻を明確にすることもある。15, 6 世紀の grammar-school で用いら
れた詩に由来する。
14 彼らは過去にこだわらず、将来を気に病まぬから。
15 amate=dismay. amated と amazed で頭韻を踏んでいる。
16 Rudyard Kipling の The Ballad of East and West の中の一行。
17 ほとんど不可能と思えることもやってのけるの意。
18 despatch=dispatch. 人間の歩みを一行でまとめると、「生まれて死ぬ」ということを言わんと
することわざ。脚韻を踏んでいる。
19 shewed=showed. 別のことわざに「女房と万年筆は貸すな」というものがあるが、それと同
じことである。
20 つまらない話ということ。
21 Good goose, bite not.（鵞鳥さん、噛み付かないでおくれ） のような例は（D）接続詞なしとし
て数えていない。間に接続詞が入らないのが普通。Good goose が呼格であり、bite not は命
令を表す。
22 虎穴に入らずんば虎児を得ず。
23 韻律が面白いというだけで、内容的には意味をなさないという人もいる。
24 足を濡らさず、口を濡らしておくのが健康であるとの意。
25 邸宅は立派だが、客人に後馳走をあまり出さないの意。
26 古代には 4 体液があると言われていた。即ち、血液（the blood）、粘液（the phlegmatic）、胆
汁（the choleric）、黒胆汁（the melancholic）である。
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Subordinate Conjunction, Coordinate Conjunction, 
and No Conjunction in Proverbs
OKABE, Yuto
　Proverbs in English have been studied for a long time in descriptive, semantic, and 
pragmatic ways. However, we cannot find a study specialized in some conjunctions: 
subordinate, coordinate, and no conjunctions. The aim of this paper shows the diverseness 
of conjunciton. Especially, the analysis of coordinate conjunction And and no conjunction 
is discussed in some details. In this paper, 10,000 proverbs in Ohtsuka and Takase（1976） 
are divided into four categories by using eight criterions. Our analyzing this data finds 
that 3. Coordinate Conjunction And is used the best of the four, and that 4. No 
Conjunction is also often used in proverbs, whereas this category rarely can be seen in 
normative English. About 300 of 10,000 proverbs are classified in 4. No Conjunction, which 
have a habit similar to a 1. Subordinate Conjunction, 2. Coordinate Conjunction（except 
And）, and 3. Coordinate Conjunction And. 
